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広場の設計方針
・１ 高架下空間を含め南北が一体的に利用できること
・２ 地域の履歴を感じられる空間とすること
・３ 日常的な人々の居場所や活動の舞台とすること
・４ 自由度の高い空間とすること

1-4の設計基準を踏まえた３種類の広場整備
・①交流広場 (黄色部分)

・②コミュニティ広場 (青色部分)

・③南北の多目的広場 (赤・緑色部分)
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北側多目的広場
・約4,500㎡の広場（一般的な野球場のグラウンドの4割程度の広さ）。
・普段は芝生など緑豊かな広場として利用され、イベントなど多目的な利
用もできます。
・イベントなどでは臨時駐車スペースとすることも想定しています。
・表面的な処理や仕上げはグリーンインフラの考え方に基づいて、芝を張
るなど雨水が地下に浸透するようにし、側溝などの排水構造物もこの考
え方に基づいた製品を検討します。
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南側多目的広場
・約7,000㎡の広場（一般的な野球場のグラウンドの6割程度の広さ）。
・普段は広場として利用し、地域のコミュニティなどの取り組みを行う際に
は、南側交流広場、コミュニティ広場も合わせた３つの広場を一体的に使
用するなど、多目的に活用できる広場です。
・イベントなどでは臨時駐車スペースとすることも想定しています。
・表面的な処理や仕上げはグリーンインフラや水引ラインの考え方に基
づいて、側溝などの排水構造物を検討します。
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交流広場
・リニア駅の高架下空間を挟んで南北に広がる広場。北側・南側を合わ
せて約15,000㎡（甲子園球場のグラウンドくらいの広さ）。
・獅子舞や人形劇をはじめとする様々なイベントも行えるようなオープン
スペースを確保します。
・木造の大屋根を主要な箇所に配置し、 「全天候型バリアフリー」 により、
天候にかかわらずいつでもイベントを楽しめる場所を確保します。
・直径最大15mの木造の大屋根を３基組み合わせることで、広いイベント
スペースが確保できます。
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コミュニティ広場
・約9,000㎡の広場（一般的な野球場のグラウンドの8割程度の広さ）。
・表面的な処理や仕上げは、南北の多目的広場と同様、グリーンインフラ
や水引ラインの考え方に基づき、芝生や透水性のあるブロックなどを用
いながら、居心地のよい空間にします。
・広場内に降った雨が一度に大量に川へ流れ出ないよう、雨水を溜めつ
つ量を調整しながら排水する機能を持つ 「調整池」 を設置します。
・県内外さらには世界の人々と市民や地域とのふれあいの場として、
様々な交流を創出する広場となります。
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